
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー「
よ
ろ
ず
相
談
」�

☎
０
５
５（
９
８
９
）５
３
９
２

（
出
張
が
ん
よ
ろ
ず
相
談
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル)

出
張
が
ん
よ
ろ
ず
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

生
活
健
康
課
・
健
康
室�

☎（
56
）２
２
２
２　
住
民
生
活
室�

☎（
58
）７
０
７
０

役場の窓辺から yakuba no madobe kara

　

静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー

で
は
、広
く
県
民
の
が
ん
に
関
す
る

総
合
相
談
窓
口
と
し
て「
よ
ろ
ず
相

談
」を
設
け
、電
話
や
対
面
で
毎
月

９
０
０
件
以
上
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、対
面
で
の
よ
ろ
ず
相

談
を
利
用
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た

地
域
住
民
の
利
便
を
図
る
た
め
、専

門
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
に
出
向
く「
出

張
が
ん
よ
ろ
ず
相
談
」を
実
施
い
た

し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　
平
成
27
年
９
月
29
日（
火
）

 

午
後
１
時
〜
４
時

【
開
催
場
所
】

　
島
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー・

 

予
防
検
診
室

（
島
田
市
中
河
町
２
８
３
番
地
の
1
）

【
対　
　
象
】

　
原
則
と
し
て
中
部
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
管
内（
島
田
市
、焼
津
市
、藤
枝

市
、川
根
本
町
、吉
田
町
、牧
之
原
市
）

の
住
民
で
、が
ん
に
関
す
る
相
談
を

希
望
さ
れ
る
方
。

【
内　
　
容
】

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
対
面
相
談

を
行
い
、医
師
、看
護
師
、ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
等
、２
〜
３
名
の
チ
ー

ム
が
患
者・
家
族
か
ら
の
が
ん
に
関

す
る
疑
問
や
不
安
、悩
み
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
、一
緒
に
考
え
、問
題
を

解
決
す
る
手
助
け
を
行
い
ま
す
。

【
主　
　
催
】

　
静
岡
県・静
岡
県
立
静
岡
が
ん

 

セ
ン
タ
ー

【
予　
　
約
】

　

相
談
は
、事
前
予
約
制
で
先
着
5

組
ま
で
と
し
、定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。予
約
受
付
は
、８
月
31

日(

月)

〜
９
月
11
日(

金)

ま
で
で
、

受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時（
土
日・祝
日
を
除
く
）

平
成
27
年
度

歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

　

歯
周
病
は「
歯
肉
炎・
歯
周
炎
」の

総
称
で
、歯
の
周
り
の
歯
グ
キ
や
、歯

を
支
え
る
骨
な
ど
が
破
壊
さ
れ
る
病

気
で
す
。症
状
が
進
行
す
る
と
、歯
グ

キ
の
腫
れ
や
出
血
が
お
こ
り
、や
が

て
歯
を
支
え
て
い
る
骨（
歯
槽
骨
）が

破
壊
さ
れ
て
ぐ
ら
つ
き
、歯
を
失
っ

て
し
ま
い
ま
す
。20
代
で
も
７
割
、30

代
で
は
８
割
も
の
人
が
か
か
っ
て
い

る
な
ど
、と
て
も
身
近
に
潜
む
病
気

で
す
が
、歯
周
病
の
初
期
は
痛
み
や

自
覚
症
状
が
少
な
く
気
付
き
に
く
い

た
め
、注
意
が
必
要
で
す
。歯
周
病
は

口
の
中
だ
け
で
な
く
全
身
の
健
康

（
心
筋
梗
塞
、動
脈
硬
化
、肺
炎
、早
産

な
ど
）に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。健
康

な
生
活
を
送
る
に
は
歯
の
健
康
が
大

切
で
す
。い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
を

保
つ
た
め
に「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」

を
持
ち
、定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

【
平
成
27
年
度
歯
周
疾
患
検
診
対
象
者
】　

※
今
年
度
対
象
の
方
に
は
、既
に
通

知
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
40
歳
の
方（
昭
和
50
年
４
月
１
日

〜
昭
和
51
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

▼
50
歳
の
方（
昭
和
40
年
４
月
１
日

〜
昭
和
41
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

▼
60
歳
の
方（
昭
和
30
年
４
月
１
日

〜
昭
和
31
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

▼
70
歳
の
方（
昭
和
20
年
４
月
１
日

〜
昭
和
21
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）　

【
検
診
実
施
期
間
】

　
平
成
27
年
７
月
１
日
〜

 

平
成
28
年
２
月
29
日
ま
で

【
自
己
負
担
金
】　

　
無
料（
全
額
公
費
助
成
）　

※
検
診
以
外
の
治
療
等
を
行
っ
た
場
合

の
治
療
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
持
ち
物
】　
受
診
券

【
歯
周
疾
患
検
診
実
施
医
療
機
関
】

　
平
成
27
年
度
か
ら
町
内
の
医
療
機

関
に
加
え
、榛
原
歯
科
医
師
会
の
医

療
機
関
で
も
検
診
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、送
ら
れ
て
い
る
通
知
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、ま
た
は
担
当
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▶出張がんよろず
　相談予約専用ダイヤル
　 ☎055（989）5392

問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神
かん
東
とう
美
み
希
き
　☎（58）7077

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 16



役場の窓辺から yakuba no madobe kara

川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコツー日記」もお楽しみに！　http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

皆さんは「田舎」という言葉を聞
いてどんな印象を受けます

か？　「田舎＝人が少ない、不便」と
いう良くないイメージが付きもの
で、ですが、ツーリズム（観光）の側面
から見ると悪いどころか強みにもな
り得ます。

都市部の人たちにとって、田舎は
一種の憧れ。「非日常」を味わ

いたい、自然に囲まれてリラックス
したい、田舎の人たちの温かいおも
てなしをうけたい、むしろ人に会わ
ずに静かに過ごしたい…いろんな
想いを持って田舎を訪れることで
しょう。

しかし残念ながら「自然が溢れ
ていてのどかだ」というだけで

は観光は成り立ちません。観光の目
的は地域活性化ですから、地域を
周遊してお金を使ってもらってこそ
なのです。「お金を使わせる」という
と聞こえが悪いですが、受け入れ側

の私たちは「買いたい、食べたい、使
いたい、泊まりたい、体験したい、ま
た来たい」というお客様の意欲をか
きたてるための努力を惜しんでは
いけません。

先日、観光客の方から「クレジッ
トカードが使えず、現金の持ち

合わせがなくて困った」という話を
聞きました。ATMも閉まっている、
コンビニまでの足もない、タクシー
もつかまらない…と嘆いていまし
た。都会の人には当たり前のものが
田舎にはないのです。

では、コンビニや娯楽施設、大型
ショッピングモールを作れば

いいのでしょうか？　便利さを追求
してしまっては都会と同じになって
しまいます。癒しの里を謳う我が町
の良さが失われてしまうのではない
でしょうか？

前述のお客様のようなケースは
今後もあり得ることですが、

事前にしっかりと情報発信すれば
防げることでもあります。また、そ
のような事態にどうやって対応す
るかで、お客様の心象も変わってき
ます。不便であれ、本町に魅力を感
じて訪れてくれるお客様を大切に
したいものですね。小さい町（田舎）
だからできる町民一人ひとりの「お
もてなし」が最大の強みではないで
しょうか？

エコツーリズム推進
員。エコツーリズム
の推進・周知拡大に
奔走。川根本町エコ
ツーリズムネット
ワークの事務局も務
める。
愛媛県出身。

神
か ん

東
と う

 美
み

希
き

さん
問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神

かん
東
とう
美
み
希
き
　☎（58）7077

エコツーリズム推進員神東美希のエコツーリズム推進員神東美希の
川根本町の魅力をＰＲする
エコツーリズムネットワーク
活動報告

建
設
課
・
事
業
室�

☎（
56
）２
２
２
７

局
地
的
豪
雨
に
備
え
、土
砂
災
害
防
災
訓
練
を
実
施

「
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
て
」

　

６
月
７
日
、壱
町
河
内
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
に
て
、大
雨
等
に
よ
る
土

砂
災
害
に
備
え
た
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。訓
練
に
は
、46
名（
壱

町
河
内
区
民
37
名
、県
中
部
危
機
管

理
局
職
員
1
名
、県
島
田
土
木
事
務

所
川
根
支
所
職
員
2
名
、消
防
団
第

8
分
団
員
2
名
、役
場
建
設
課
職
員

4
名
）が
参
加
。「
手
作
り
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」を
作
成
し
、地
元
地
域
の
危

険
箇
所
の
把
握
、避
難
場
所
、避
難
経

路
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
訓
練
参
加
者
か
ら
、「
ど
こ
へ
避
難

し
て
も
危
険
と
は
い
え
、皆
で
避
難

経
路
等
の
話
し
合
い
が
で
き
た
こ
と

は
良
か
っ
た
。ま
た
、高
齢
な
の
で

ど
こ
ま
で
避
難
で
き
る
か
不
安
」と

い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
局
地
的
豪
雨
」に
対
応
す
る
に

は
、避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
過
信
す
る

こ
と
な
く
、町
民
自
ら
危
険
を
判
断

し
、自
主
避
難
を
す
る
と
い
っ
た「
防

災
意
欲
の
向
上
」が
必
要
不
可
欠
で

す
。地
域
特
有
の
土
砂
災
害
危
険
性

や
避
難
経
路
を
確
認
し
、適
切
な
避

難
ル
ー
ト
を
検
討
す
る「
手
作
り
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」作
成
や
土
砂
災
害

防
止
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、皆
さ
ん

一
人
一
人
が
防
災
意
欲
と
地
域
連
携

に
よ
る『
地
域
防
災
力
』向
上
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

泥だらけになって田植え !!
作業の後のお昼ご飯は格別です。
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